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令和 5 年 3 月 23 日 

関係各位 

（一社）東京都トライアスロン連合 

強化委員会 

 

東京都競技力向上事業＜指導者育成・スポーツ専門人材活用事業＞ 

2023年度 アンチ・ドーピング講習会 報告書 

 

掲題に関しまして、下記の通り実施したことを報告いたします。 

 

記 

 

１． 主  催：東京都・公益社団法人東京都体育協会・一般社団法人東京都トライアスロン連合 

 

２． 日  程：令和 6年 3月 23日(土) 

 

３． 場  所：日本学園中学校高等学校 高校３年 D組教室 

       バイク練習は雨の予報で変更。過去に TMTUで行ったトレーニングの復習。 

 

４． スタッフ 

講 師 ：平泉 裕（昭和大学医学部/医師）  

  コーチ ：堀越 和彦（東京都トライアスロン連合/JSPOトライアスロンコーチ１） 

 

５． 練習の様子 

 
 

６． 参加者などの詳細 

2023 年度 TMTU ジュニア強化選手    アンチドーピング講習会参加状況 
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 水色 レポート提出 

 赤色 参加せず卒業（練習参加・援助共に一度もなし） 

 灰色 欠席および無反応 色なし 会場参加 

 

A 指定 

男子：大島拓人   女子：選手なし 

 

B 指定 

男子：加藤龍之介   山下龍   本木蔵人   小山森主   原維吹樹   油井牧志 

女子：高橋 実結  

 

C 指定 

男子：ザン愁真アレックス   濱田翔太   風間大和   油井 得人 

女子：選手なし 

   

U15 で練習会参加者： 高橋駿介、佐藤圭悟 

 

参加テスト生：高瀬歩武、田中大揮、小山真立 

 

７．バイク練習 

  昨日の夜９時の段階で 10時ごろから雨の予報が出ていたため、バイク練習を中止して、今まで 

TMTU強化合宿・練習会で行った動きづくりやストレッチ、軸トレーニングを復習した。 

練習会などで一度体験しても、次の練習会に進歩が感じられない選手が見られるため、映像を見

ながら復習して自分で家でやるように伝えた。 

 

ランの前の股関節の運動など 

https://photos.app.goo.gl/3Ve9g1R3KWFdM1jW8 

ランの前のトレーニングなど 

https://photos.app.goo.gl/85unfJTGo5EcVVUy7 

https://photos.app.goo.gl/7ZsMv57mBjBapKpQ7 

https://photos.app.goo.gl/5Cw8EcgbUbZgdX6B9 

トレーニング後のストレッチ、軸トレーニング 

https://photos.app.goo.gl/byhKB3rbS63CUiDTA 

https://photos.app.goo.gl/VC2K2JvdLdMzjfy87 

https://photos.app.goo.gl/TZhmznEwRyitpR2U8 

 

７． 欠席者レポート 

山下龍 

私が考えるドーピングとは、薬を使って身体能力を上げる行為であり、危険で違反的な行動で、

しては行けないし、あってはならないと考える。その理由として、スポーツの基本であるフェア

プレーに反する行為であり、スポーツの価値がなくなり、、スポーツ界全体の透明性がなくなっ

てしまうこと、ドーピングをすることによって、身体や骨に悪影響が出てしまったり、子供が産

https://photos.app.goo.gl/3Ve9g1R3KWFdM1jW8
https://photos.app.goo.gl/85unfJTGo5EcVVUy7
https://photos.app.goo.gl/7ZsMv57mBjBapKpQ7
https://photos.app.goo.gl/5Cw8EcgbUbZgdX6B9
https://photos.app.goo.gl/byhKB3rbS63CUiDTA
https://photos.app.goo.gl/VC2K2JvdLdMzjfy87
https://photos.app.goo.gl/TZhmznEwRyitpR2U8
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めなくなる。また、子供が生まれても子供に悪影響を及ぼす可能性があること、スポーツを行っ

ていても、相手選手がドーピングをしているかもしれないと考えてしまい、スポーツが楽しくな

くなってしまう。ドーピングをしてしまった選手は、ゴール後に達成感ではなく罪悪感が残って

しまうことが挙げられる。 

トライアスロンでは、エリートレースに出場する前に、必ずドーピングについての講習を受ける

必要があり、その時に聞いた話で、ソウルオリンピックの陸上男子 100m の決勝で 9 秒台を出し

て金メダルを獲得した、ベン・ジョンソン選手がドーピングをしていたとして、メダルを剥奪さ

れ、2年間の出場停止処分。その後またドーピングに手を出したとして、スポーツ界から追放処

分となった。この話は前回の講習からずっと記憶に残っていて、ドーピングで体が傷つき、達成

感が味わえないことにスポーツを行う意味はあるのかと考えた。 

もし私の目の前に必ず優勝できる薬があったとしても、薬を絶対に使用せず、公平で安全にスポ

ーツを行って行きたいと考える。 

 

  加藤龍之介 
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大島拓人 

 


